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１.乾 裕 議員（６番） 

質問事項の 

題   名 

要       旨 

（具体的に記入してください。） 

質 問 の 

相 手 

１．店舗の

継続が心配

される「Ａ

コープみぞ

くち」につ

いて 

ＪＡ鳥取西部「Ａコープ」全４店舗については撤退と継続の両に

らみで検討し、８月には方針が示される見通しとの新聞報道があっ

た。総代からは「Ａコープがなくなれば直売コーナ－に野菜などを

出荷している生産者も困り、農家をやめてしまう人も出てくる。」

などの意見が出たが、賛成多数で理事会への一任を決めた。 

鳥取県は、県内のＪＡ関連スーパ－の閉店に関連し、各市町が策

定する「買物環境確保計画」に応じて、県が財政的、人的な支援に

取り組む方針を確認した。各市町は、対象店舗ごとに同計画を策定

し県が個別対応する。 

Ａコープみぞくちが無くなれば直売コーナ－に野菜など出荷して

いる約 170名の生産者も困る。本町としての課題をどうとらえ、対

策をどう考えているか。また、生産者販売路確保の策はどう考えて

いるか。 

 

町 長 

２．対話型

ＡＩ「チャ

ットＧＰ

Ｔ」につい

て 

新たな技術として注目される人工知能（ＡⅠ）。政府は「ＡⅠ」

戦略会議の初会合を首相官邸で開き、対話型ＡⅠ「チャットＧＰ

Ｔ」をはじめとする急速な技術の進歩を踏まえ、活用推進と規制・

ルール形成の両面から検討を進める。 

座長は、ＡⅠ技術の発展に伴い「これまで不可能だった専門的な

業務を代行できるツールが多く誕生する」と指摘し、コスト削減や

生産性向上が期待されると述べ、日本の国際競争力を高めるために

も、国内での研究開発や活用促進を訴えている。一方、著作権やプ

ライバシーの侵害、誤情報の拡散といった懸念があることにも言

及。規制のあり方についても検討していく必要性も語っている。 

対話型ＡⅠ「チャットＧＰＴ」の自治体導入に対する町長及び教

育長の認識を伺う。 

 

町 長 

教 育 長 

３．新型コ

ロナの「５

類」移行で

ワクチン接

種の公費助

成について 

新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置付けが季節性イン

フルエンザなどと同じ「５類」に引き下げられた。医療費の一部負

担も始まった。ワクチン接種について 2023年度は無料接種が継続

されたが次年度からの対応が不明瞭である。本町では季節性インフ

ルエンザの公費助成を実施しているが、同等の対応を取る考えはな

いか町長の見解を伺う。 

 

町 長 
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２.細田 栄 議員（11番） 

質問事項の 

題   名 

要       旨 

（具体的に記入してください。） 

質 問 の 

相 手 

１．西部広

域のリサイ

クルプラ

ザ、エコス

ラグセンタ

ーの跡地利

用について 

 

本町に立地する、西部広域のエコスラグセンターは解体撤去の方

針であるが、立地町として跡地利用の要望をしないか。 

選択肢の一つとして、岸本工業用地と一体的に民間事業者による

分譲住宅地は考えられないか。 

リサイクルプラザも新しくできる最終処分場又は、焼却施設と一

体的に整備した方が、効率的に運営できると思うが、撤去の方針

か。 

町  長 

２．フィト

ネスパルと

溝口テラソ

の運営につ

いて 

 

（１）フィットネスパルと溝口テラソの最大時の会員数と現在の会

員数は何人か。現在の町外の会員数は。それぞれ何％か。 

（２）フィットネスパルの支配人をはじめインストラクターの退職

者が多いと思うが、その要因は何か。 

（３）同時期に米子市や境港市に新しくフィットネスクラブが誕生

し、競合や新型コロナの影響で会員数が減少していると思われる

が、今後どのような対策を考えているか。 

 

町  長 

 

３．二部保

育所の休園

について 

今年４月から二部保育所は休園となったが、どのような条件にな

れば再開となるか。 

町  長 

４．旧日光

小学校の有

効利用につ

いて 

日光小学校は閉校して７年経過しているが、現在日光公民館とし

て一部利用している。 

教室、体育館、校庭などイベントで利用されているものの年に１

～２度である。 

地元から具体的な利用希望は出されているか。 

砂防地域に指定されていると、聞いたことがあるが、どのような

規制があるか。 

今後の方針はどのように考えているか。 

 

町  長 

５．除雪基

地の建設に

ついて 

大原企業分譲地の一画を民間の除雪基地用地として売却してから

２シーズンが経過したが、いまだ建設に着手されていないのはなぜ

か。 

 

町  長 
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３.杉本 大介 議員（５番） 

質問事項の 

題   名 

要       旨 

（具体的に記入してください。） 

質 問 の 

相 手 

自治会と住

民自治のこ

れから 

これから人口減少がますます加速していき、集落自治会が持って

いる機能は、少しずつ弱まってくる懸念がある。 

本町に移住して来られる方がいても、忙しさやわずらわしさ等か

ら、自治会に加入しないという選択をされることもある。 

（１）集落自治会の形成の意義や役割について、町長の認識を問

う。 

（２）移住者や未加入者への加入の推進は、町としてはどのように

図っていくのが良いと考えているか。 

（３）自治会未加入者への、防災や行政サービスの情報周知等に対

して、どのようなフォローをしているか。 

（４）今後、未加入者が増えていったときに、集落自治会が持って

いるメリットや機能（住民自治意識の高揚、行政との連携、防

災、見守り、施設等の維持管理、情報共有、コミュニケーション

の場等）を維持するためには、どういう策が考えられるか。 

 

町 長 

 

 

４.幅田 千富美 議員（12番） 

質問事項の 

題   名 

要       旨 

（具体的に記入してください。） 

質 問 の 

相 手 

１．熱中症

対策につい

て 

近年鳥取県は全国１、２の気温上昇県となっている。救急搬送が

増加している。 

特に高齢者、小中学校生を含む子供等への対応が急がれる。 

①避難所となる町民体育館また、小中学校体育館へのエアコン設

置の検討はどうなっているか。 

②高齢者への対応として、温度計の配布、エアコン購入費や電気

代の助成、独居高齢者の見守りの体制の整備、暑い日の高齢者

の居場所づくりなど、高齢者への熱中症対応をどう考えている

か。 

 

町 長 

２．子ども

の医療費無

料化につい

て 

このほど県が 18歳までの子どもの医療費無料化を来年度から実

施するとの方針を示した。関係者から喜びの声が上がっている。

日野町ではすでに実施されており、町は 10月から先んじて実施さ

れないか。 

 

町 長 
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質問事項の 

題   名 

要       旨 

（具体的に記入してください。） 

質 問 の 

相 手 

３．一般廃

棄物処理基

本計画につ

いて 

今年度から令和 14年度まで 10年間の伯耆町一般廃棄物処理基本

計画が策定、公表された。 

減量目標は令和 14年度に家庭系（燃えるごみ）は 1人 1日 46ｇ

11％、事業系直接搬入（燃えるごみ）0.07トン５％の削減目標と

するものであり、これまでの取り組みを基本とするものである。 

次の点について問う。 

（１）2050年カーボンニュートラルの実現、2030年までに取り組む

べき課題やＳＤＧｓ、昨年４月のプラスチック資源循環法に対応

した具体的計画が示されたとはいい難い。それは、西部広域での

熱発電大型ごみ焼却場建設計画が影響していると思われるがいか

がか。 

（２）ごみ処理に係る今後の方針では、「可能な限り燃やさない、埋

めないを目標に関係市町村と協議を進める。」また、「プラスチッ

ク資源循環法等により資源化、減量化をより一層促進させて最終

処分量のさらなる減量化に努める」とし、分別区分見直しや収集

された資源の有効活用、体制づくりと体系化システムの確立とさ

れているが、具体的にはどのように実行する予定なのか。 

（３）本町内にある西部広域のエコスラグセンターは稼働中止中だ

が、解体、サウンディング調査の動向はどうなっているのか。 

 

町 長 

 


